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大
坂
合
総
局
は
大
阪
大
学
の
前
身
と
目
さ
れ
る
大
波
医
学
校
と
連
川
践
し
て
、
明

治
初
年
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
創
立
に
ヨ
た
っ
て
は
適
紘
一
と
の
人
脈
も
う
か
が
え
る
。

本
一
向
復
局
は
、
き
わ
め
て
短
命
な
足
跡
を
伐
し
て
消
え
て
行
っ
た
が
、
つ
1
3

こ
い
阿

3
4
4
μ
t
}
'
u
v
 

け
る
自
然
科
学
研
究
の
出
発
と
、
大
故
の
近
代
化
の
股
史
を
考
察
す
る
上
で
無
視

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
存
夜
で
あ
る

ο

ふ
一
閃
街
阿
川
は
明
治
五
月
、
大
阪
淡
の
川
問
、
追
手
筋
(
大
手
通
)
に
匝
し
た
京
協

日
一
僻
定
帯
展
数
跡
(
現
在
の
大
間
以
府
庁
公
的
問
の
南
凶
向
い
側
)
に
開
校
さ
れ
た
即
化
学
専

門
の
高
等
教
脊
機
関
で
あ
っ

教
頭
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
ハ
ラ
タ
マ
同
o
g
g

民

者
O
H
S吋
〈U
E
S
B
戸
、
が
迎
え
ら
れ
、
化
学
、
物
羽
化
学
会
}
主
と
す
る
講
義
が
行
な
わ
れ

た
o
A
m口
宿
は
フ
ラ
ン
ス
語
由
来
の
化
学
を
意
味
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
の

Z
S
U

の
氏

で
「
せ
い
み
」
と
呼
ば
れ
、

し
た
が
っ
て
舎
筏
局
と
は
理
化
学
校
の
意
味
で
あ

る
。
第
一
一
一
高
等
学
校
間
窓
会
の
建
て
た
「
合
宿
局
枇
一
の
碑
に
」
民
一
一
使
過
者
不
忠

此
地
為
関
一
内
近
代
学
術
濫
鰯
之
処
」
と
あ
る
よ
う
に
、
会
筏
局
は
維
新
涼
後
に
問

凶
に
お
い
て
最
も
早
く
聞
か
れ
た
凶
欧
自
然
科
学
の
本
格
的
教
育
を
め
ざ
し
た
や

之

哲

夫

校
で
あ
っ
た
。

し
マ
父
2
4

リ
:
ヨ
ム
、
ミ
つ
ニ
ニ

A
V
こ
、

野
ち

1

ノ
H
H

，
刀
ね
ヤ
カ
カ

7
7
M
l

明
治
の
科
学
教
育
・
研
究
に

与
え
た
影
響
は
直
妓
的
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ふ
一
日
徳
間
周
と
ハ
一
ブ
タ
?
を
通
じ

て
導
入
さ
れ
た
源
洋
の
新
し
い
理
化
学
思
想
は
多
く
の
青
年
迷
を
後
に
こ
の
分
野

に
向
か
わ
せ
る
動
機
と
な
り
、

わ
が
国
'
リ
然
山
門
学
の
近
代
化
に
来
た
し
た
役
割
は

大
き
い
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
時
臥
ふ
げ
ん背
景

の

合
出
同
局
が
大
阪
に
開
校
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
幕
末
の
わ
が
悶
の
お
か
れ

た
状
況
と
、
明
治
維
新
の
動
乱
と
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
て
、
長
崎
に
お
け
る
促

学
伝
留
に
そ
の
源
を
発
す
る
と
見
て
よ
い
。

長
崎
に
お
い
て
は
交
政
六
年
(
一
八
一
一
一
一
一
)
に
来
日
し
た
シ
!
ボ
ル
ト
可
・
吋
・
〈
・

∞
山
由
ぴ
O
H内
山
が
鳴
瀧
川
叫
A
J
Z開
い
て
日
本
人
に
問
洋
学
術
の
考
え
方
を
教
授
し
て
以
来
、

代
々
の
来
日
オ
ラ
ン
ダ
医
達
に
よ
っ
て
、

よ
び
自
然
科
学
の
伝
習
が
続
け

ら
れ
て
い
た
。
嘉
永
六
年
(
一
八
五
…
一
一
)
の
ペ
リ
!
の
浦
賀
米
航
は
幕
府
の
自
覚
を

促
し
、
安
政

に
洋
学
一
州
が
設
立
さ
れ
、

」
れ
が

八
五
五
)
に

大i反合筏J~.)史33 



務
H
h
H調所
と
な
っ
て
、

の
気
速
が
漸
く
お
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

」ー

の

民
安
政
四
年
(
一
八
一
ム
七
)
に
、オ
ラ
ン
ダ
か
ら
ボ
ン
ベ

M
-
F・
の
-
M
U
O
B
M

〉
由
〈m
g

区
2

円
山
町
門
〈
。
。
門
付
が
長
崎
に
米
朝
し
、
幕
府
民
官
の
松
本
良
朔
と
謀
っ
て
、
精
持
部
、

J食
生
一
昨
を
開
設
し
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
近
代
的
な
学
校
の
形
態
を
と
っ
た

学
教
育
が
始
ま
る
。

方
、
理
化
学
教
育
に
関
し
て
は
、
ボ
ン
ベ
の
品
川
山

フ
ァ
ン

Jア
ン
事
フ
ル
ク

同
・
同
・
〈
g

円
山
由
ロ
∞
門
O
呉
も
ボ
ン
ベ

r
N
'山
河
も
医
学
教
育
の
か
た
わ
ら
理
化
学
の

ど
一
J
E

っ
こ
。

、
弘
土
チ
1

・
ψ
/

ふ
/

ま
た
ボ
ン
ベ
の
後
任
者
ボ
ー
ド
イ
ン
〉
・
円
切
さ
含
芯
も
養
生
所

に
お
い
て
化
学
教
育
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
先
年
長
崎
で

つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
一
千
石
義
男
氏
所
蔵
「
合
街
学
伝
問
見
開
銀
L

に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
の
ボ
i

ド
イ
ン
が
医
学
校
と
は
加
に
児
化
学
専
門
の
教
育
機
関
を
併
設
す
べ
き

こ
と
を
幕
府
に

し
た
こ
と
が
発
端
と
な
っ
て
、
慶
応
二
年
(
一
八
六
六
)
に
紡

得
館
内
に
分
析
究
理
所
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
場
合
分
析
と
は
化

究
裂
は
物
別
の
な
味
で
あ
る
。

」
の
分
析
究
盟
所
に
わ
が
閣
に
は
絞
初
の
班

化
学
専
門
教
師
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
招
聴
さ
れ
た
の
が
、
ハ
ラ
タ
マ
で
あ
っ

ハ
ラ
タ
マ
は
こ
の
年
四
月
長
崎
に
到
若
し
、
直
ち
に
分
析
究
理
所
で
辺
化
学
の

業
・
古
川
開
始
し
た
。

昨
年
筆
者
、
が
オ
ラ
ン
ダ
の
一
ブ
イ
デ
ン
に
お
い
て
発
見
し
た
ハ
ラ
タ
マ
の

よ
っ
て
、
分
析
究
班
所
の
様
子
が
新
し
く
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
の

現
在
一
ブ

イ
デ
ン

ブ
ォ
ス
教
授
犬
人
を
わ
ず
ら
わ
し
て
翻
訳
出
叩
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
当
刊
の
養
生
所
は
現
在
の
長
崎
市
佐
古
小
学
校
校
庭
付
近
に
あ
り
、

1~! 
よ

り
な
っ
て
い
た
。
設
も
大
き
い
第
一
械
は
病
院
と
薬
局
で
、
第
一
一
様
は
間
十
人
ば

か
り
の
学
生
の
宿
舎
、
新
築
の
第
三
僚
が
分
析
究
理
所
に
当
て
ら
れ
て
い
た
。
V
」

の
分
析
究
盟
一
昨
の
建
物
は
長
方
形
平
屋
で
、
府
間
に
ベ
ラ
ン
ダ
が
め
ぐ
ら
さ
れ
た

34 

外
観
は
な
か
な
か
立
派
で
、
長
崎
湾
の
眺
望
も
よ
か
っ
た
と
い
う
。
内
部
は
中
央

に
廊
下
が
通
り
、
両
側
に

つ
配
ぼ
さ
れ
て
い

は
二
十
五
歳
か
ら

四
十
歳
ま
で
の

で
、
常
時
十
五
、
六
人
を
数
え
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

オ
ラ
ン
ダ
認
を
抑
併
せ
ず
、
中
に
読
解
力
の
あ
る
者
は
あ
っ
て
も
会
話
は
部
郊
で
あ

っ
た
。
ハ
ラ
タ
マ
は
毎
日
午
後
三
時
半
よ
り
五
附
十
五
分
ま
で
講
義
を
行
な
っ
た
。

の

人
が
そ
の
講
義
を
日
本
語
に
通
訳
し
た
。
こ
の
通
訳
、
を
行
な
っ
た
の
は

後
述
す
る
一
一
一
崎
噺
輔
で
な
か
っ
た
か
と
推
鵬
す
る
。

こ
の
年
九
月
、
ハ
ラ
タ
マ
は
始
め
て

ア
」u
u
h」
。

t
j
j
 を
コ
工
一

1
N

汀
己
主
任
ミ
く

y
d
y
r
i

ノ
訪
れ
J
t
k
f

カ
く

八
日
間
で
や
め
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
に
既
に
ハ
ラ
タ
マ
の
江
戸
招
聴
の
話
が

出
た
で
あ
ろ
う
。

幕
府
は
恕
化
学
教
育
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
、
文
久
一
五
年
(

八
六
一
)
に
は
蕃
書
調
所
内
に
精
錬
所
の
ち
に
化
や
局
と
改
名
さ
れ
た
化
学
教
育

機
関
を
設
誼
し
、
川
ム
ホ
挙
民
、
続
川
市
策
、

捌
河
春
一
二
ら
を
し
て

そ
の
教
授
に
当
た
ら
せ
て
い
た
が
、
務
渋
川
調
一
昨
が
附
成
所
と
な
っ
た
後
も
そ
の
生

徒
数
は
郎
、
五
名
を
出
、
ず
、
そ
の
設
倣
も
ま
こ
と
に
設
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
長
崎
へ
来
て
い
る
理
化
学
専
門
教
的
の

ハ
ラ
タ
?
を
江
戸
に
招
き
、
本
場
の
脱
化
学
教
育
を
実
地
に
行
な
わ
せ
よ
う
と
考

え
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
れ
に
は
帰
国
直
前
の
ボ
ー
ド
イ
ン
が
長

的
奉
行
能
勢
頼
之
に
建
議
し
て
、
長
崎
の
分
析
究
理
所
の
組
織
を
ハ
一
ブ
タ
マ
と
と

も

の
開
成
所
に
移
す
こ
と
を
強
く
す
す
め
た
こ
と
が
動
機
と
な
っ

ぃ
肘
も
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
矧
成
所
の
自
然
科
学
部
門
の
打
解
策
と
し
て
こ
の

を
と
り
上
げ
た
の
が
真
の
経
粋
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
問
の
事
情
は
っ
会
償
問
川
創
立
之
起
源
井
禰
米
之
記
録
」
(
第
一
一
一
高
等
学
校
同
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窓
会
絞
)
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
政
府
(
幕
府
)
復
タ
許
多
の
保
械
な
り
文
し
大
に
之
(
長
崎
分
析
究
明
刷
所
に
お
け
る

思
化
試
験
等
の
教
授
)
を
盛
に
せ
ん
と
す
。
乍
然
原
と
長
崎
は
凶
偶
の
僻
境
に
し

て
天
下
之
市
一
日
生
魚
笈
の
使
山
忠
L
O

故
に
東
京
に
於
て
比
二
学
な
興
隆
す
ベ
し

と
命
降
り
一
広
々
」
と
。

そ
れ
に
し
て
も
ま
だ
鎖
国
の
た
て
ま
え
が
続
い
て
い
る
慶
応
二
年
に
、
川
桃
山
川
の
中

心
地
の
江
戸
に
外
人
教
師
を
定
伎
さ
せ
て
、
洋
学
研
究
の
推
進
を
は
か
ろ
う
と
し

た
幕
府
の
計
画
は
却
化
学
の
領
域
に
限
ら
ず
兵
例
の
消
置
で
、
以
初
に
し
て
役
後

の
心
事
部
と
な
っ
た
。

ハ
一
ブ
タ
マ
が

vじ

の
た
め
に
公
的
を
出
帆
し
た
の
は
腔
応
一
一

)
 

一
月
二
十
四
日
で
あ
っ
た
。

ヘ
4
・
、
、
い
\

/
一
-
/
〆
い
ノ

ハ
ラ
タ
マ
は
一
戸
版
文
海
、
佐
藤
尚
中
、

輸
を
伴
い
、
一
一
月
二
日
横
浜
詩
、
利
一
一
一
日
江
戸
に
入
っ
た
。
そ
の
後
の
一
年
以
と

の
期
間
、

に
お
い
て
ハ
ラ
タ

γ
が
ど
の
よ
う
な
活
腕
を
し
て
い
た
か
は
定
か

で
な
い
が
、
後
に
述
べ
る
実
験
昨
日
パ
の
榔
包
を
江
戸
で
は
聞
か
な
か
っ
た
と
い
う

C
1

ォ
ミ
ミ
一
、
ノ
、

A
J

サ
y
、
刀
L

の
本
協
的
な
活
動
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

幕
府
は
ハ
ラ
タ
マ
を
迎
え
て
、
開
成
所
山
内
に
「
壮
大
の

の

を
始
め
、

十
月
頃
に
は
ほ
ぼ
落
成
し
、
受
慶
応
四
年
(
一
八
六
八
)

]
2
 

ょ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
年
十
月
の
大
紋
奉
還
に
続
い
て
、
間
年
一
月
に

に
は
開
講
式
を
挙
げ

は
鳥
羽
伏
見
の
戦
、

m
m月
に
は
新
政
府
市
が
江
戸
に
攻
め
と
り
、
騒
然
た
る
中
に

a
L
3
こ
土
ト
一
手

i
J
l
L
M

一
日
三

の
乱
が
始
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
招
聴
し
た
幕
府

自
身
が
崩
壊
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

で
は
ハ
一
ブ
タ
マ
は
為
す
す
べ
が
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

ハ
ラ
タ
マ
自
身
は
幕
府
と
い
う
よ
り
は
本
政
府
に
雇
用
さ
れ
た
と
い
う
意
識
な

持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
当
州
の
オ
ラ
ン
ダ

の
日
本
滞
在
期
間
は
五
年
か

ら
仁
年
が
通
例
で
あ
っ
て
、
こ
の
刈
ハ
一
ブ
タ
マ
は
ま
だ
米
朝
後
一
一
年
を
'
経
過
し
た

だ
け
で
あ
っ
た
か
ら
、

ハ
ラ
タ
円
、
と
の
契
約
は
明
治
新
政
府
が
引
き
継
ぐ
ベ

き
状
況
に
あ
っ
た
。構

想
と
建
築

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
新
政
府
は
維
新
の
政
変
に
よ
っ
て
生
じ
た
外
人
数
附
処

過
の
問
題
の
速
や
か
な
処
即
を
迫
ら
れ
た
。
こ
の
頃
、

ハ
ラ
タ
マ
と
同
僚
の
オ
一
フ

ン
ダ
涯
で
後
に
大
波
医
学
校
に
勤
め
る
ボ
!
ド
イ
ン
も
維
新
の
難
を
避
け
て
長
崎

を
立
ち
の
い
て

時
上
海
で
待
機
し
て
い
た
。

慶
応
凹
年
(
一
八
六
八
)
六
月
に
新
政
府
の
参
事
で
外
悶
副
知
事
の
小
松
帯
刀
が
、

同
じ
く
参
与
の
大
坂
府
知
事
後
藤
象
次
郎
と
謀
っ
て
、

「
制
収
化
二
学
は
富
強
の
抜
一

を
為
す
L

か
ら
、
江
戸
川
洲
成
所
内
の
却
化
学
校
を
大
阪
に
移
し
て
湾
建
を
は
か
る

べ
し
と
右
大
陸
一
一
一
条
実
情
去
に

し

大
阪
の
地
が
選
ば
れ
た
朗
自
に
は
二
つ
の
状
況
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

つ
は
鳥
羽
伏
見
の
戦
が
終
わ
っ
た
直
後
の

月
二
十
三
日
に
、
大
久
保
利
通
か
ら

大
阪
選
都
論
の
な
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
大
被
選
都
論
を
先
取
り
す
る
形
で
、
合

衛
局
を
大
阪
に
新
設
す
る
と
い
う
計
紛
が
進
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い

う
推
測
が
時
期
的
に
十
分
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
七
月
に
は
東
京
選
都
の

発
せ
ら
れ
、
十
月
に
明
治
天
皇
は
東
京
に
移
ら
れ
て
し
ま
う
。

他
の
理
由
は
舎
密
局
と
併
立
さ
れ
る
医
学
校
と
合
わ
せ
て
、
こ
の
計
的
を
抗
進

し
た
人
々
が
、
直
段
、
間
接
に
緒
方
洪
胞
の
流
れ
を
汲
み
大
阪
に
関
係
が

L

者
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l 口瞳翌日
園画 1円
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男
を
伴
っ
て
大
阪
に
到
着
し
た
。

が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

む
し
ろ
原
動
力
に
こ
の
こ
と
に
あ

り
、
ボ
i

ド
イ
ン
と
ハ
ラ
タ
マ
を

大
阪
に
よ
ん
で
、
長
崎
の
結
得
館
、

舎密局立地苦1-間際i

分
析
究
迎
所
の
構
想
を
一
挙
に
拡

大
し
て
、
日
本
最
初
の
総
合
大
苧

を
創
立
し
よ
う
と
し
た
欧
州
か
ら

の
帰
朝
組
の
企
部
が
新
政
府
の

~ 1 

政
者
達
を
動
か
し
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

ハ
ラ
タ
マ
は
舎
常
局
建
設
計
阿

が
出
た
後
、
い
く
ば
く
も
な
く
江

ち
に
小
松
、
後
藤
と
と
も
に
用
地
を
物
色
し
、

一
円
を
発
ち
、
一
一
一
崎
哨
輔
、
問
中
芳

雄
大
で
、

空
地
と
な
っ
て
い
た
前
述
の
幕
府
の
用
地
、
京
橋
口
御
定
番
屋
敷
跡
と
舎

J術
局
の

は
当
時
に
し
て
は

て
い
る
。
こ
れ
は

建
設
地
と
定
め
た
。
御
用
係
問
中
芳
男
が
書
き
残
し
た
合
目
結
局
の
な
地
計
両
閣
を

勾
δ

・
斗

州
問1

に
一
市
す
。
図
ー
は
原
鴎
を
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
計
画
閣
の
位
置
の
同
定
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
触
れ
る
が
、
こ
の
構
想

の
m
中
芳
男
、
か
慶
応

し
か
も
フ
ラ
ン
ス
式
造
図
形
式
の
影
山
畑
山
を
受
け

(
一
八
六
六
)
の
パ
リ
万
国
防

覧
会
に
出
品
掛
と
し
て
渡
欧
し
た
附
に
発
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

m
-

、
ノ
行
I
U
4
Rふ
二

』

A
M
Vト
"
にl
附
即S
Y
J
ζ
r
p

に
欧
州
惚
学
中
の
緒
方
惟
準
(
緒
方
洪
路
の
出
品
、
大
坂
医
学
校
校
炎
と
た
る
)
、
松
本
録

太
郎
(
松
本
良
順
の
息
、
あ
悶
筏
局
大
助
教
と
な
る
)
も
柏
会
し
、
相
関
に
お
け
る
総
合
大 学

建
設
を
哲
い
合
っ
た
と
い
う
の
が
緒
方
鮭
次
郎
氏
の
推
測
で
あ
る
。
こ
の
一
一
一
名
36 

は
た
が
い
に
縮
減
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
。

こ
の

の
位
置
か
ら
荷
数
百
メ
ー
ト
ル
の
鈴
木
町
に
同
時
に
医
学
校
の
数

地
が
予
定
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
広
大
な
総
合
大
学
用
地
と
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
計
画
図
の
中
、
舎
密
局
本
館
と
ハ
一
ブ
タ
マ
住
宅
、

校
の
建
物
は
実
現
し
た
が
、
問
中
の
構
想
し
た
合
密
局
周
辺
の
回
避
式
庭
閥
、
民

観
場
な
ど
の
造
営
は
夢
に
終
っ
た
。

金
口
密
局
本
館
の
建
築
工
事
は
用
地
選
定
後
直
ち
に
、
明
治
元
年
(
…
八
六
八
)
十

月
間
日
に
起
工
し
、
十
一
月
十
八
日
に
上
棟
式
を
終
わ
っ
て
、
翌
年
一
月
に
完
成

の
予
定
で
あ
っ
た
。
十
月
大
坂
府
よ
り
次
の
よ
う
な
布
告
が
発
せ
ら
れ
た
。

此
度
追
手
前
に
於
て
新
大
学
校
御
取
建
に
相
成
、
ふ
一
同
省
術
を
初
め
英
学
、
仏
学
、

前
医
学
、
数
学
、
法
学
等
学
術
御
開
ニ
相
成
候
ニ
付
、
諸
諜
ニ
而
稽
古
望
之
者

有
之
候
は
L

大
坂
府
に
河
市
中
出
候
。
治
当
時
御
普
請
ニ
付
、
米
一
二
四
月
頃
よ
り

稽
古
初
始
り
一
付
申
候
閥
、
日
限
之
儀
者
、
追
而
御
布
告
和
成
可
申
侠

さ
ら
に
こ
の
御
布
告
案
の
末
尾
に
は
次
の
一
項
も
見
え
る
。

一
、
大
学
校
の
外
、
病
院
も
近
々
御
取
立
に
相
成
候
附
、
医
術
修
業
致
度
政
者

も
追
々
月
山
中
山
除
。
日
限
之
儀
は
是
亦
追
而
御
布
告
相
成
候
心
不

民
十
月

大
坂
的

し
か
し
こ
れ
よ
り
前
、
大
阪
選
都
の
夢
は
消
え
、
明
治
新
政
府
が
東
京
に
お
い

て

々
一
体
制
を
回
一
め
つ
つ
あ
っ
た
過
程
で
、
大
坂
合
密
局
は
当
て
に
し
て
い
た
政

出
か
ら
の
財
政
媛
助
を
得
ら
れ
ず
、
さ
り
と
て
大
阪
府
管
轄
に
す
る
と
の
的
♂
瞭
な

沙
汰
も
な
く
、
関
係
者
も
大
い
に
倒
感
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
土
械
式
が
終
わ
っ

た
建
築
工
事
も
諸
職
人
が
次
第
に
減
っ
て
、
工
事
中
止
の
憂
日
止
を
見
る
に
石
川
っ
た
。
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も
と
も
と
後
藤
府
知
事
の
発
議
で
出
発
し
た
事
情
が
あ
る
か
ら
、
後
藤
を
通
じ
て

攻
向
川
こ
q
d

l
!
{

一
|

J

山
中
し
立
て
を
行
な
っ
た
が
ら
ち
が
あ
か
ず
、
頼
み
の
後
藤
も
知
事
を

免
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
絶
体
絶
命
の
窮
地
に
立
ち
来
っ
て
、ハ
ラ
タ

マ
も
そ
の
違
約
を
大
い
に
責
め
た
。
最
後
に
止
む
を
得
ず
、
IB 

プJ
男

f 
ﾆl 
助

左
衛
門
の
阿
御
用
係
が
上
京
し
て
底
接
岩
倉
具
視
ら
に
訴
え
た
。
そ
の
結
果
、

う
や
く
翠
年
二
月
二
十
五
日
に
奈
っ
て
、

っ
改
而
、
合
街
局
諸
事
、
教
顕
其
外
諮
職
員
総
て
坂
府
(
大
坂
府
)
管
結
の
命
」

が
下
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
工
事
再
開
、
一
一
一
月
末
に
諸
工
事
が
完
了
し
た
。

三
月
四
日
、
新
装
成
っ
た
ハ
ラ
タ
マ
の
居
宅
に
、
大
坂
出
川
権
判
事
問
調
寺
雪
江
、

助
教
一
一
一
崎
晴
輔
、
御
用
掛
問
中
芳
男
、
同
一
平
間
助
左
衛
門
が
集
ま
り
、
沼
肴
を
と

と
の
え
て
つ
ブ
タ
マ
を
饗
応
し
、
た
が
い
に
そ
の

を
密
め
て
成
功
を
祝
し

悔

-
o

ふ
j
わ

し
か
し
、
合
桜
局
の
財
政
は
決
し
て
潤
沢
な
も
の
で
は
な
く
、
三
月
か
ら
十
二

月
迄
毎
月
二
百
両
と
き
め
ら
れ
、
準
備
金
と
し
て
五
百
両
が
一
二
月
に
出
た
が
、
こ

れ
は
十
カ
月
分
合
計
二
千
附
の
内
金
で
、

四
月
よ
り
五
カ
月
間
州
に
毎
月
百
河
づ
っ

返
済
す
べ
し
と
い
う
厳
し
い
事
情
で
あ
っ
た
。

府
引
い
者
は
昭
和
五
十
五
年
九
月
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
八
一
ブ
タ
マ
の
子
孫
ホ
フ
ト

マ
ン
〈
O
四
円g
g

氏
所
蔵
の

一
十
葉
を
発
見
し
た
。

」
れ
は
ハ
ラ
タ
マ
が
口
氏

崎
お
よ
び
大
阪
滞
在
中
に
阪
彩
し
、
オ
ラ
ン
ダ
に
持
ち
帰
っ

で
あ
っ
た
。

こ
の
中
に

A一
日
街
局
(
口
絵
写
哀
)
お
よ
び
ハ
ラ
タγ住
宅
(
口
絵
市
千
五
)
の
写
真
が
合

ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
合
宿
局
の
錦
絵
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
会
館
局
当
時
の

4
0
 

建
物
お
よ
び
幻
の
ハ
ラ
タ
マ
住
宅
の
写
真
は
今
回
は
じ
め
て
見
つ
か
っ
た
の
で
あ

る
に
川
州
み
に
ホ
ブ
ト
マ
ン
氏
の

に
は
こ
の
ほ
か
大
坂
医
学
校
の
功
労
者
エ
ル

メ
レ
ン
ス
(
リ
・
】
・
即
日
包
口
出
の
和
服
姿
、
長
崎
出
鳥
、
大
阪
天
神
橋
、
松
山
島
等
幕

米
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
の
興
味
あ
る
日
本
の
風
景
写
真
が
多
数
含
ま
れ
て
い

た
。
ホ
フ
ト
マ
ン
氏
は
私
に
こ
れ
ら
の
写
真
を
提
示
さ
れ
た
後
、
同
席
さ
れ
て
い

よ

た
一
ブ
イ
デ
ン
大
学
フ
ォ
ス
教
授
夫
人
の
斡
旋
で
直
ち
に
そ
の
す
べ
て
を
ラ
イ
デ
ン

の
民
段
階
物
館
河
川
下
回
目52
5
4
0
0

門
〈
。-
r
g
r
s
r
に
寄
贈
さ
れ
た
。

四

建
物

位
置

の

前
述
し
た
一
三
品
開
窓
会
の
寸
会
衛
局
枇
」
な
ら
び
に
大
阪
府
教
育
委
員
会
の

側
、
大
櫛
の
樹
の
下
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

「
史
院
本
一
口
察
局
跡
」
の
二
基
の
石
碑
が
馬
場
町
交
叉
点
を
谷
町
に
下
る
本
町
通
北

し
か
し
こ
の
場
所
が
適
当
で
な
い
こ

と
は
戒
に
昭
和
十
四
年
に
緒
方
鮭

るの次
良[5

i茂氏
近が
に指
至 Jjた
りさ
、れ

そた
の通
(~正り
設で
はあ

大阪R]~芸場|日庁舎

と大
いそ子
う通
考;認
証官!IJ
がで
続あ
し、つる
ためベ

き
で
あ
る

)
の
中
で
筆
者
が
位
置
考
誌
を

行
っ
た
方
法
を
紹
介
す
る
。
そ
れ

写真 1

は

枚
の
十
は
い

(
写
真l
J

が

軸
と
な
っ
て
現
存
の
大
阪
城
千
貫

憎
(
凹
争
心
れ
れ
の
右
後
方
に
わ
ず
か
に
屋
根

が
見
え
る
)
と
過
去
の
会
街
局
本
館

の
建
物
(
写
真
の
左
側
に
段
恨
の

大坂若手筏防9.:37 
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日

建
物
が
会
常
時
本
館
で
、

にコ

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
ま
荷
主
式
決
好
八
討
手
法
こ
萄
依

j
R
u
f
f

一
一
F
E
T
-
-

一
口
一
日
、V
-
J
-
3

大奴ífJS1長湯玉F-iî努図

さ
れ
て
い
る
「
大
阪
可
薬
場
市
庁

と
称
す
る
写
真
で
あ
っ
た
。

し
か
も
こ
の
位
院
関
係
を
証
明
す

る
つ
司
薬
場
平
田
岡
L
(図
2

、
間
郎

区I 2 

問
問
の
細
川
総
は
与
一
以
に
蒋
現
し
に
く
い

の
で

ト
レ
ー
ス
し
た

)
4ゼ

高
資
料
中
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
中
央
の
コ
の
字
型
の

正
副
に
見
え
る
教
師
館
で
あ
っ
た
。 の

正
方
形
に
近
い
建
物
が
っ
羽
庁
小
川
」
の

の
右
下

の
写
真
は

側
か
ら
左
上
方
に
向
か
っ
て
撮
っ
た
写
真
で
あ
る
。
以
上
の
関
係
が
紛
ら
か
と
な

っ
た
の
で
大
阪
城
千
賀
栴
が
写
真
1

の
角
度
と
距
隣
で
見
え
る
位
授
は
現
夜
の
大

阪
府
本
館
の
南
側
、
大
手
通
に
聞
す
る
近
畿
管
区
開
設
問
局
分
館
の
場
所
で
な
け
れ

ぃ
。
し
た
、
が
っ
て
、

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
詳
し
く
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た

の
位
泣
を
一
市
す
記
念
碑
二
基
は
現
犯
の
本
町
通
か
ら

大
手
通
へ
な
る
べ
く
早
い
機
会
に
移
さ
れ
る
こ
と
を
関
係
各
伎
に
切
望
す
る
。

J五

講

式

開

前
述
の
よ
う
に
明
治

一
一
月
に
は
ふ
れ
衡
問
の
新
築
工
事
は
完
了
し
た
が
、
開

校
を
設
え
て
大
蔵
大
輪
大
限
一
一
山
一
一
信
は
当
分
の
問
、

A
出
向
密
局
に
は
器
械
等
を
装
寵
ぜ

88 

ず
、
算
学
や
測
量
学
の
講
義
に
止
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
訟
を
立
て
た
。
出
発

早
々
の
新
政
府
に
実
験
を
伴
う
理
化
教
育
は
財
政
負
抱
に
た
え
な
い
こ
と
を
恐
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

ハ
一
ブ
タ
マ
は
迎
化
教
育
に
お
け
る
実
技
実
験
の
主
要
性
を
説
い

て
止
ま
ず
、
遂
に
大
限
は
自
説
を
諦
め
る
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。

既
に

オ
ラ
ン
ダ
に
注
文
さ
れ
て
い
た
総
械
、
薬
品
類
は
ハ
一
フ
タ
マ

と
共
に
長
崎
か
ら
江
戸
、
大
阪
へ
と
回
送
さ
れ
て
、
そ
の
間

の
間
に
ご
肢
も

開
封
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
梱
包
間
百
余
箱
が
大
阪
で
始
め
て
開
か
れ
た
。
予
想

i
I
l
;

戸

l

近
り
、
必
部
カ
ラ
ス

の
破
損
が
る
Jく
、
銅
鉄
球
は
さ
び
、
木

N
Mパ
は
腐
敗
し
て
、

薬
品
ラ
ベ
ル
は
多
数
剥
落
し
て
い
た
。

ハ
ラ
タ
マ
は
…
一
一
崎
噺
輔
の
助
け
を
借
り
て

そ
れ
ら
の
修
理
、
同
定
に
毎
日
早
朝
よ
り
夜
に
及
び
二
カ
月
を
要
し
た
と
い
う
。

(J) 

ゆ1
汗

五
月
一
日
を
期
し
て
合
務
局
の
開
講
式
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
日
の

状
況
は
ハ
ラ
タ
マ
述

2
悶
椋
局
間
前
之
説
』
(
明
治
二
年
、
大
坂
品
同
筏
局
刊
)
に
詳
し

く
描
写
さ
れ
て
い
る
。
午
前
十
時
、

ハ
一
ブ
タ
マ
の
開
識
の
辞
が
始
ま
っ
た
。

メ
リ
ケ
ン

米
利
際
ロ
ピ

{
i知
的
事
一
以
下
の
話
大
陸
及
び
和
閣
ピ
ス
ト
リ
ュ
ス
吋
凶
器

M
ω名

プ
ロ
イ
セ
シ
フ
ラ
ン
ス
デ

J
4
マ
ル
ク

学
漏
生
イ
ョ
ル
ソ
ン
法
開
閉
レ
ッ
ク
噛
瑞
エ
ヲ
ゲ

l

ネ
ッ
ト

附Yザ
凶
到
来

教
頭
取
服
し
て
講
堂
に
上
り
、
東
に
向
て
立
つ
。
助
教
関
に
向
て
侍

し
、
民
談
話
を
訳
し
て
以
て
衆
人
に
伝
ふ
。
御
用
係
又
教
郎
、
の
後
に
陥
し
、
約

子ぬ

本
府
当
路
の
謡
大
臣
位
次
を
以
て
問
に
向
ひ
、
教

頭
と
対
す
。
各
悶
領
事
亦
皆
南
に
向
て
第
一
関
弟
子
席
に
就
く
。

h
v
p
s白
、
ノ

U
1
1
t
j
v

、
、
引
リ
/
、

7
マ
工
芸
内
，
:
、
)

片
品
1
j
p
r
n
E
M
V
γ

タ
1
L

第
十
二

E
J
t
j
l

に
至
る
ま
で
衆
人
鮮
集
し
て
識
を

聴
く
。
そ
の
数
百
人
、
教
頭
乃
ち
開
局
の
説
を
持
し
、
朗
戸
論
説
す
の
衆
皆
荊

た
了
}
0

4
7
Hム
ッJ
H
ソ
し
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そ
の
講
演
は

…
崎
鴫
輔
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
聴
衆
に
伝
え
ら
れ
た
。

ハ
ラ
タ
マ
は

ハ
ラ
タ
?
の
誠
一
併
が
終
わ
っ
て
、
そ
の
日
の
午
後
、
外
国
領
事
を
交
え
て
、
閲

皮
肉
文
明
の
股
史
よ
り
説
き
起
し
、
四
万
の
学
が
東
方
の
学
と
異
な
る
点
は
余
り

洋
料
出
で
祝
賀
の
安
が
開
か
れ
、
職
員
、
生
徒
も
瀬
食
を
賜
わ
っ
た
。

十
日
人
を
山
口
川
町
し
過
ぎ
ず
に
、
後
位
の
人
も
勉
励
す
れ
ば
古
人
を
起
滋
し
得
る
こ
と

を
川
川
り
、
と
も
に
競
争
し
て
燥
に
な
っ
た
点
に
あ
る
。
そ
の
問
洋
の
新
し
い
学
と

中/, 

し
て
、
万
物
学
(
得
物
学
)
と
瑚
化
二
学
(
物
理
学
と
化
学
)
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
説
き
、

特
に
絞
近
の
物
理
学
、
化
学
の
趨
勢
を
多
く
の
剖
を
挙
げ
て
説
明
し
た
。
日
本
中

開
校
記
念
写
真

ム
行
儀
局
開
校
を
記
念
し
て
明
治
二
年
五
月
に
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
人
物
写

業
〈
写
真
2
)
は

に
こ
の
川
町
化a

一
学
が
普
及
し
て
、
僻
境
に
あ
っ
て
も
こ
の
学
問
の
根
拠
を
よ
く
理

瓦
は
現
在
私
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
閥
枚
存
夜
す
る
。
こ
の
中
の

ハ
U

開
校
式
当
日
に
保
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

解
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
"
}
と
が
自
分
の
渇
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
結
ん
だ
。
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0) 

の
山
品
物
は
現
在
オ
ラ
ン
ダ
の
へ
!
ム
ス
テ
ド
に
夜
伎
の
ハ
ラ
タ
マ
の

瓜
孫
開
・
巧
-
U
-
。
g
g
g

伊
氏
宅
と
日
本
の
愛
媛
県
大
山
川
市
立
博
物
館
に
存
在
す

る
。

こ
の
ハ
ラ
タ
マ
の
子
孫
は
昭
和
五
十
二
年
に
筆
者
の
オ
ラ
ン
ダ
調
査
旅
行
中

に
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
、
昭
和
問
十
九
年
に
緒
方
寓
雄
氏
が
一
フ
イ

デ
ン
大
学
フ
ォ
ス
教
授
か
ら
得
ら
れ
た
と
い
う
陪
じ
写
真
の
複
写
の
原
物
は
こ
の

同
・
〈
-
U

ハ
ヲ
タ
マ
氏
所
蔵
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
後
で
わ
か
っ
た
。

事
}
の
写
真
は
ふ
一
向
密
局
玄
関
前
で
撮
さ
れ
た
こ
と
は
背
景
の
ガ
ラ
ス
の
特
徴
か

てら
し、4)、も

る îz) r日j
途

な
し、

十

の
人
物
の
同
定
に
つ
い
て
は
最
近
ま
で
論
議
が
統
い

現
花
筆
者
が
推
定
し
て
い
る
人
物
名
を
写
真

2

の
下
に

し
た
。

」
の
中
で
ハ
一
フ
タ
マ
、
ボ
i

ド
イ
ン
を
除
く
他
の
外
国
人
に
つ
い
て
は
参
考
資

料
に
乏
し
い
の
で
、

応
ハ
一
フ
タ
マ

の
注
(
お

の

たつ
だい
し13)て
「し、

干11 1 る
稜

史
L 

よ
る

そ
ら
く
ハ
一
ブ
タ
?
の
自
筆
と
思
わ
れ
る
)
に
よ
っ
た
。

と
こ
の
日
、
安
に
列
し
た
外
間
人
領
事
名
の
中
に
a

の
ボ
ベ
ン
チ
と

b

の
エ
パ
!

ス
の
名
が
な
い
の
で
疑
問
と
し
て
お
く
。

日
本
人
に
つ
い
て
は

c
、

i

以
外
の
人
物
名
は
他
の
多
く
の
資
料
か
ら
も
哀
付

け
ら
れ
る
。

e

は
緒
方
洪
庵
の
忠
惟
準
で
大
坂
医
学
校
校
長
で
あ
る
。

k

の
沼l
m

助
左
衛
門
と
m
の
問
中
芳
男
は
と
も
に
合
宿
昂
御
用
係
、
n

は
合
衛
局
助
教
の

的
幡
輔
で
あ
る

ο

合
密
局
関
係
の
日
本
人
は
皆
梓
を
着
し
て
い
る
点
と
外
国
領
事

、
か
揃
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の

開
講
式
当
日
の
写
真
と
見
て
間
違
い
な
か

ろ
う
い

c

に
つ
い
て
は
で
ブ
タ
マ
家
の
付
婆
に
は

。
〕1

4

0

 

U
S
2
ロ
山
岳
民P
O
包
穴
o
r
d司
ち
と
あ
る
が
、
緒
方
鮭
次
郎
氏
も
上
回
穣
氏
も
凶
照

A
時I

「
土
井
通
犬
伝
」
中
の
写
山
ハ
と
人
物c
が

刑
判
一
はc
と

i

の
人
物
で
あ
る
が
、

年
小l
k
と
比
定
さ
れ
て
い
る
。

酷
似
す
る
こ
と
、
お
よ
び

よ
っ
て
土
肥
瓦
二
郎
が
明
治

40 

d
j

ミ
コ

L

一
E

ぐ
刀
p
f

ブ

月
ま
で
大
反
府
外
国
事
務
局
御
用
係
を
勤
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、

ハ
ラ
タ
マ

家
付
議
の
の
乱
開
。
r
d司
自
と

致
す
る
こ
と
か
ら
、
人
物
c

を
土
肥
又
一
郎
(
土

井
滋
夫
)
と
判
定
し
た
。

人
物
i

に
つ
い
て
は
上
問
氏
は
一
一
一
期
諾
淵
で
あ
る
と
ほ
ぼ
断
定
し
て
お
ら
れ
る

A
斗

'
A

が
、
中
野
操
氏
の
疑
問
も
あ
る
。
上
郎
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
大
洲
市
立
博
物
館

所
蔵
の
問
題
の
写
真
を
実
見
し
た
が
、
そ
の
人
物
の
…
災
前
に

れ
た

諸
淵
の
名
が
消
し
て
あ
る
。

ま
た
当
時
の
一
一
一
瓶
詰
淵
の
他
の
写
真
と
比
較
す
る
と
、

一
一
一
瀬
は
い
ず
れ
も
頭
髪
が
虫
富
で
あ
る
が
、
人
物
i

の
頭
笠
は
薄
い
。
以
上
の
加

ー
ミ
J
M
4
μ
 

ハ
ラ
タ
マ
家
付
議
を
尊
重
し
て
、
一
応
剖
悶
寺
雪
江
と
推
定
し
て

お
く
。
次
に
一
部
す
写
真3
に
悶
悶
寺
雪
江
と
註
さ
れ
て
い
る
人
物

j

に
似
て
い
る

点
も
こ
の
推
定
を
支
持
す
る
と
思
わ
れ
る
。

写
真
3

は
問
中
芳
男
の
子
孫
の
問
中
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

、
3

ノnu 

原
物
は
大
正
十
二
年
の
震
災
で
消
失
し
幸
い
に
問
中
家
に
複
写
が
残
っ
て
い
た
。

こ
れ
が
J
一
一
高
創
立
七
十
周
年
記
念
グ
ラ
ブ
」
に
合
宿
局
開
講
之
日
記
念
線
影
と

し
て
掲
秘
さ
れ
て
い
る
。
緒
方
鮭
次
郎
氏
の
考
証
に
よ
っ
て
、
こ
の

訟
へ
土

f

』
、
ノハυ

開
校
当
門
口
で
な
く
、
何
年
五
月
二
十
三
日
の
撮
影
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
。

人
物
名
の
比
定
に
つ
い
て
は
上
述
「
記
念
グ
ラ
ブ
」
の
注
に
よ
っ
た
。

'--

0) 

の
人
物
中
特
に

し
た
い
の
は
g

の
松
本
鮭
太
郎
と
b

の
深
瀬
仲

出
向
、
で
あ
る
。
松
本
経
太
郎
は
維
新
前
か
ら
留
学
中
の
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
帰
国
し
て
横

浜
に
い
た
が
、
合
宿
局
開
校
後
、
助
教
と
し
て
就
任
の
た
め
に
米
阪
し
た
。
側
諸

式
当
日
の

っ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

3

の
羽
織
に
蝶

ネ
グ
タ
イ
と
い
う
松
本
の
洋
行
焔
り
の
姿
は
珍
ら
し
い
が
よ
く
似
合
っ
て
い
る
。

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



f
i
l
l
T
G
 

+
i
8
1
1
i
j
s
c
 

+
1
1
1
1
'
h
"
 

a
i
j
i
l
i
a
 

問中子;りj (合税局街1I目係)

j祭ìjfa frl1 .l~ (大坂府判事;式有Iì)

ニ'.1崎i郊納(合税局助教)

-*場{云内(大坂府判'JO

ハラタマ(舎宿局数民)

問JlLj辻公業(大j反府知'JH、将)

松本金l'太J'UI (空手術局D}J お()

vJì本治介(火以!向先、 'Ji:it.j{L)

平 IJIJJ)J左衛門 Ci1T宗務局御JIl係)

劉閣寺勾11: (大坂府機"ロJ'JO

a 

b 

c 

d 

E 

b 

h 

川
川
の
教
育
を
約
一
泊
し
た

c

こ
の
松
本
鈴
太
郊
と
一
二
崎
噺
輔
の
両
助
教
が
ハ
ラ
タ
マ
セ
助
け
て
品
目
衡
問
問
発
足

v
l

合宿局!Jf.J1交記念写真(明治25'.j三 5 }'J 231二Hl止影)

七

授
業

と

戸
γ
r' 
'
8
1
6
 

の
当
初
の
授
業
内
容
と
職
只
…
胤
m
w斗
一
川
州
は
左
の

通
り
で
あ
っ
た

c

現
科
学
休
並
職
口
(

→
、
格
致
学
化
学
実
用
論
述

一
兼
地
質
金
石
学
試
験
伝
間

一
、
栴
致
学
化
学
講
授
訳
述

(
e
l

，
、

務
釘

ハ
一
フ
タ
マ

工
プ
f、
リ
4

、
、
品
川
H
V
'げ人

一
二
点
出
J
ノ
叶
礼
町
ム
ダ
イ

一
、
化
学
地
質
金
石
学
武
験
指
示
究
目

絵
本
大
助
教

一
、
皮
没
学
教
授

イ
吋

仏
裁
下
、

独
乙
哉
、
1
j

一
、
動
航
一
一
学
教
矧

m 

7'3' 
男

'予EC 3 

、
一
一
I
J
~治
札
d
H
H
f
t
p
ム
仔h
λ
T
均
一
一
三

一
存
日
引
刷
剖
川
ピ
バ
「
今
牙

d
仁

f

:
一
科
諸
学
翻
訳
校
疋

兼
築
造
学
教
授

一
、
同
補
助
兼
と
木
部

ー…
η
μ
 

i
i
 
れ
し
、
1JA 

-(1 {
 
H. 
A、

3
5、

l
i
e
-

、
、
!

K
V
H

寸
月
号

IJ日

1)) 

一
紺
ぃ
刀
洪
一
階
と
適
紘
一
民
」
に

人
物
b

の
一
段
淑
仲
間
均
に
つ
い
て
は
最
近
ま
で
不
明
の
人
物
で
あ
っ
た
が
、
1
1
 

門
口

/
1

こ
の
う
ち
定
以
学
教
段
に
は
金
子
健
次
郎
、
教
場
庶
務
に
は
佐
藤
道
磁
を
予
定

…
、
教
場
庶
務

月
白
g
e
aぺ1
1
1

ー13-
A、

し
て
い
た
が
、
動
航
物
学
を
講
じ
る
フ
ラ
ン
ス
人
ま
た
は
ド
イ
ツ
人
は
合
宿
同
時

れ
た
深
瀬
う
た
代
慌
の
仙
川
阪
に
よ
っ

代
に
は
就
任
し
な
か
っ

て
は
か
ら
ず
も
こ
の
深
海
仲
間
内
が
緒
方
洪
庵
の
六
女
十
取
の
犬
で
あ
る
こ
と
が
判

)
 
b
 

川
L
L

ん
o
-
て
}
で
も
直
接
的
で
は
な
い
が
、
適
熟
と
ふ
一
円
常
時
を
結
ぶ

ー
し
〉
れ
つ
人
}

十
}
ク

J
F
/
/

職
員
の
月
給
は
教
頭
ハ
ラ
タ
マ
は
洋
銀
六

で
破

本
の
糸
が

協
の
い
川
川
給
で
あ
っ
た
が
、
三
崎
、
松
本
尚
大
助
教
お
よ
び
山
中
御
用
係
は
い
ず
れ

も
冗
卜
州
で
あ
っ
た
。

大
針
山
川
は
合
街
局
建
築
工
事
の
途
中
か
ら
前
拐
の
よ
う
な
布
告
交
を
出
し
生
徒

募
集
を
行
な
っ
た
が
、
開
講
当
日
の
生
徒
は
阪
陸
方
、

緒
JJ 

日[5
t土
洪
!奄中
の H
五才
男次
で t!f5
あ、

る lï)縮

日
、

仲
間
燦
次
郊
の
わ
ず
か
門
名
で
あ
っ
た
。

し
カ、

大i託会i平;防!)..:.f1 
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し
で
ブ
タ
マ
は
こ
の
間
名
の
生
徒
に
対
し
、
開
校
式
後
一
週
間
の
五
月
八
日
午
前

十
川
よ
り
綬
業
を
開
始
し
た
。
教
頭
の
ハ
一
ブ
タ
マ
が
理
化
総
論
を
論
述
し
、
一
一
‘
崎

晴
輔
が
こ
れ
を
通
訳
し
て
、
大
坂
府
調
役
保
問
東
潜
が
そ
の
論
述
を
筆
記
し
た
。

つ
を
つ
い
て
七
月
よ
り
毎
日
午
後
化
学
試
験
(
実
験
)
の
講
述
が
始
ま
り
、
翠
年
の
一

汀
か
ら
は
生
徒
の

に
そ
の
伝
滑
稽
古
〈
学
生
実
験
)
が
開
始
さ
れ
た
。
明

の

治
九
年
当
時
の
授
業
時
間
割
は
点
の
通
り
で
時
間
に
拘
束
さ
れ
な
い
き
わ
め
て
の

ど
か
な
も
の
で
あ
っ

一
、
朝
七
時
ヨ
リ
十
局
一
時
三
ア

八
的
自
リ
九
時
マ
デ

氾
叫
主
的
詫

イ

1
4
4
6
i

十
一
時
ヨ
リ
十
二
時
三
ア

刻
化
学
講
義

ホ
ハ
儲
山
局
で
は
ハ
一
ブ
タ
マ
の
た
め
に
日
付
限
休
日
制
が
と
ら
れ
て
い
た
。
喝
行
仰
と
〉
9
f

P
M河

U
'

…

校
で
H
M
m
J
Z休日
と
す
る
習
慣
は
明
治
六
年
一
月
一
日
の
太
間
関
採
別
後
で
あ
る

の
で
、
舎
筏
局
の
日
限
休
日
制
は
時
代
に
先
が
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
れ

ぷ
1
1

人
J

「
こ

E
3

1
1
i
h
y
f

一I
よ
}
ノ

カ
日
は
勿
論
、

八
朔
な
ど
れ
本
の
剤
慣
に

五
部
旬
、
お
日
錦
、

合
わ
せ
て
年
出
十
八
日
間
の
休
日
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
現
在
の
よ
う
な
長
期
休

暇
は
な
か
っ
た
。

ハ
ヲ
タ
マ
は
問
、

五
名
の
牛
徒
に
教
授
す
る
の
も
、
百
人
に
対
す
る
の
も
そ
の

実
験
加
ハ
討
を
装
置
す
る
労
な
ど
は
全
く
変
ら
な
い
か
ら
大
い
に
生
徒
募
集
合
}
行
っ

て
く
れ
る
よ
う
願
い
、
ま
た
語
学
や
算
学
を
修
業
す
る
生
徒
か
ら
選
抜
し
て
助
手

と
す
れ
ば
、

一
年
を
経
ず
に
A
出
向
務
局
の
助
教
を
勤
め
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
し
た
い

回
日
府
知
事
に
申
し
出
で
た
。

そ
の
通
り
生
徒
中
よ
り
抜
擦
の
得
業
生
を
加
え
て
明
治

月
に
は
次
の
よ

仁
ん
人
口

H
U

引
い
ら
、
な
ム
五
日
記
W
1

こ
。

穴

J
a
P
4
U

，b
d
t
c
j
f

.:j2 

当
校
拝
命
之
人
口
氏

\
h
リ
'
ヤ
ヘ

l

ノ

M
H丹
似
か
イ

ゐ
崎
哨
輔

入
、
品
、
九
七b
A
\
V
い

釘
ヤ
J
什
ふ
が
J
λ
出
品

人
f 

{ 1: 

れ i

、

l
p
d
ど
と
二

j

れ

3
4
1

来
日
い
ね
待

J
I
l
l
f
 

大
日
午L
子
中

』

'
d

に l

)!' 
1If(, 

ìí[, 

得
業

1I反川
一
円
γ
'
ド

1
7
r
~
ノ
ル

i
 
1
 

1

、

,IFlP 

げ1 ，

少
fザ
業

悩
以
月
日
以
伊
山
政

J

i

z

h

 

村
橋
次
郎

川
〉

h
r
u
F
ト
ト

、

d
r
γ
l
F

づ
メ

郎
は
緒
方
洪
踏
の
安
八
重
の
弟
能
川
信
哉
の
長
男
で
、
初
父

r
H

ぷ
の
M
h
Mの
姓
岸
本
を
名
乗
っ
た
。
日
本
に
お
け
る
印
肉
製
造
技
術
の
聞
知
者
と

]
S
 

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
村
橋
次
郎
は
本
学
基
礎
工
学
部
村
係
俊
一
教
授
の
曽
姐
父

>
9
 

に
w
lた
ら
れ
、
明
治
十
七
年
に
は
初
代
大
阪
級
生
試
験
所
長
を
勤
め
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
開
校
後
一
年
間
に
は
生
徒
数
も
漸
次
増
加
し
、
教
育
休
制

が
充
実
し
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
上
町
筋
を
合
宿
局
よ
り
硲
に
下
っ
た
現
大

版
刷
円
以
州
院
の
南
端
、
鈴
木
町
に
開
校
さ
れ
た
大
坂
医
学
校
よ

の
議
設

を
聴
講
す
る
生
徒
も
出
て
き
た
。

そ
の
中
に
後
の
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
お
よ
び
タ
カ
プ

、
一
7
1

ゼ
の
発
見
で
令
名
な
高
峰
議
官
が
い

高
峰
訣
古
は
明
治
二
年
十

で
大
坂
医
学
校
に
入
学
し
た
が
、
翌
年
一
一
一
月
英
会
話
伝
習
の
た
め
に

]
ハ
υ2
 

う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
舎
密
局
の
聴
講
に
よ
っ
て
現
化
尚
子
に
対
す
る
興
味
が
触

通

先
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
高
峰
は
明
治
六
年
に
は
東
京
大
学
工
学
部
の
前
身
で
あ
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る
工
郎
学
校
に
入
学
、

に
官
校
則
川
学
午
と
し
て

渡
り
、
ト
ぃ
υ
γ「

，
ペ1
l
f、
一
♂

明
治

た
と
し
て
の
追
を
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。

民
一
午
校
か
らλ合
宿
局
へ
の
聴
講
の
傾
向
は
そ
の
後
も
続
き
、

た
と
え
ば
合
街
局

が
山
内
学
校
止
を
経
て
理
学
一
昨
と
改
名
さ
れ
た
明
治

m何
年
の
一
月
か
ら
五
月
の
間
の
限

>

川
子
校
か
ら
の
m
化
尚
子
聴
講
生
の
総
数
は
五
十
九
名
を
数
え
て
い
る
。

ふ
一
什
消
防
に
お
け
る
ハ
一
ブ
タ
?
の
講
義
は
前
述
の

立
川
被
局
開
講
之
説
恥
の
ほ
か

に
町
山
川
化
新
説
』
お
よ
び
吋
金
銀
精
分
与
の

し
て
枇
に
伐
さ
れ
た

G

JIII. 

ヒ
行
日
比
コ
ヱ

m叶
附
よ
り
な
り
、

f

ー
の
z
t
n
H
L
1
L

喧
I
t

チ
/

そ
の
一
、

に
、
そ
の

一
一
は
ふ
一
川
衛
局
よ
り
明
治

。
;
門
は
そ
れ
ぞ
れ
県
学
校
お
よ
び
朗
学
所
よ
り
明
治
九

に
刊
行
さ
れ
て
い
る

、
ぉ

i

、

1
Jふ
仏
芯
J
1
m

y
h

，
ザ
ヰ
4
!

日

一
は
珂
学
(
物
理
学
)
で
、fz

問
で
化
午
が
説
か
れ
て
い
る
。

三
点
銀
約
八
刀
』
は
ハ
ラ
タ
マ
が
ふ
…
問
自
川
局
で
の
教
授
の
余
暇
に
、
近
く
の
天
満
川

的
の
地
に
開
局
間
近
の
大
奴
造
幣
局
の
た
め
に
貨
幣
の
金
銀
分
析
法
を
説
い
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
書
は
明
治
五
年
、
大
波
開
成
学
校
の
刊
行
で
あ
る
。

吋
型
レ
い
折

r
ト
l
r，
4
l
J
a
Bぺ

説
』
も
町
J
魚
川
氏
給
分
』
も
そ
の
訳
者
は
一
一
一
崎
哨
輔
と
抗
制
さ
れ
る
が
、

ハ
一
フ
タ
マ

は
こ
の
よ
う
な
理
化
学
力
の
他
に
、

コ
山
王
口
利
会
話
箭μ
を
若
わ
し
、
明
治
問
年

に
山
山
版
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ラ
タ
マ
の
講
義
お
よ
び
実
現
な
助
け
た
三
崎
哨
輔
は
、
白
か
ら
の
化
学
実
験

〉
よ
守
、
、
〉
、

g
v
H山
口
約ψカ
ι

そ
れ
に
習
熟
す
る
た
め
に
は
試
薬
の
用
法
を
知
る
必
要
が
あ
る
と

痛
感
し
て
、
明
治
一
一
一
年
に
ド
イ
ツ
の
ブ
レ
セ
ニ
イ
ュ
ス
者
吋
試
薬
刑
法
』
を
訳
出

し
た
。
一
一
一
崎
は
翌
年
こ
れ
を
表
に
ま
と
め
た
『
薬
品
作
物
試
験
表
作
品
を
詩
わ
し

さ
ら
に
明
治

に
は
化
学
実
験
器
具
の
図
解
の
品
川
『
化
学
問
械
図
説

h

を
出
版

し
7ニ

こ
れ
ら
の
著
作
に
よ
っ
て
、
本
一
同
衛
局
に
お
け
る
ハ
一
ブ
タ
マ
の
化
学
教
育
が

、
ハ
ニ
:
、

L
J
f
z
 

に
重
点
を
同
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ノ、

7 

タ
マ
は
実
験
化
学
教
育
の
日
本
へ
の
移
植
を
め
ざ
し
て
、
欧
州
に
お
け
る
そ
の
発

符
地
で
あ
る
ギ
i

セ
ン
に
お
け
る
リ

l

ピ
ッ
ヒ
の
教
育
を
模
し
て
、
大
町
似
を
日
本

の
ギ
!
セ
ン
と
し
よ
う
と
志
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

八

f
f
 

平
合

と
試
薬

ハ
ヲ
タ
マ
は
糸
口
信
局
の
珂
化
学
実
験
教
育
の
た
め
に
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
多
く
の

出
具
、
薬
品
な
と
り
よ
せ
て
い

開
講
前
に
大
阪
で
郎
か
れ
た
前
述
の
四
百
余

山
川
の
桝
包
の
中p山
河
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
、
法
具
、
薬
品
類
の
日
銀
を
作
製
し
た

]
ゥ
δ

二
、
〕
ー
し

1
ぷ
:
コ

5
0
ミ
、

f
u
E

を
つ

3

守
本
土
一
二
フ
っ
て
、
之
、
ひ

と
し
う
ゐ

2
3
広
治
主

Z
G
カ
苅

J
t
f
F
l
i
s
-

草
'
h
μ
y
Z
吋

し
か
し

出
資
料
中
に
「
明
治
第
六
十

月
鵠

化
学
別
総
械
日
銀
い
お
よ
び

-
H
Z
u
-
-

ー

:
t
i
-
-
K

吉
山
私b
T
l
j
z
干
城
丸
1
1

花
水

H
H
J
J
i
m

出
初

E

妻
、
コ
刊
誌
土
問
判
明
白
初

I
b

州

校
務
局
」
な
る
二
資
料
が
あ
る
。

前
者
の
明
治
第
六
十
二
月
を
明
治
改
元
の
明
治
元
年
九
月
よ
り
第
六
十
二
得
汀
の

バ
と
解
す
れ
ば
明
治
六
年
十
月
と
な
る
。

あ
る
い
は
取
に
明
治
六
年
十

n 
の

か
も
し
れ
ぬ
。

い
ず
れ
に
し
て
も
明
治
六
年
末
の
調
査
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

ツ
/
。
古
品
い後
お
の
資
料
に
は
開
明
学
校
の
従
業
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
開
明
学

校
は
明
治
六
年
四
月
よ
り
明
治
七
年

月
ま
で
の

の
後
身
学
校
の
名
称
で

あ
る
か
ら
、

削
v託
料
の
目
録
は
ほ
ぼ
悶
じ
頃
す
な
わ
ち
明
治

か
ら
七
年
の
山

に
作
製
さ
れ
た
と
判
定
さ
れ
る
。

両
日
銀
の
分
続
法
は
異
な
る
が
、

今
奈
川
町
こ
土

l
f
l
i
-
-

l,iJ 

と
判
断
さ
れ
る
。

こ
の
刷
、
明
治
政
府
は
学
制
の
終
備
を
急
ぎ
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
舎
常
局
以

米
の
削
作
。
化
や
教
済
の
伝
統
合
}
正
則
小
学
校
設
立
の
趣
旨
か
ら
、
こ
れ
を
変
期
生
数

山
け
と
立
て
廃
止
し
、
川
町
化
学
教
育
と
と
も
に
総

薬
品
館
の
東
京
開
成
所
へ
の

大i双合筏J;;j ý':./，'ぇ
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移
守
合
命
じ
た
。
前
述
の

稲
の
日
銀
は
そ
の
た
め
の
調
有
資
料
で
あ
る
と
思
わ

れ
る

の
ふ
一
日
常
局
開
校
以
来
、
そ
れ
ら
の
探
具
、
薬
品
煩
の
補
充
は
あ

Ij)J 

?h 

る

m
M度
行
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
財
政
状
態
お
よ
び
記
録
上
か
ら
、
そ
の
大
部

八
刀
は
ふ
山
信
局
発
足
当
時
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
内
特
は
化
学
法
制
六
知
五
五
じ
点
、
物
別
機
減
類
一
一
一
七
六
点
、
薬
品
矧
千
十
九

斤
ん
よ
瓶
を
数
え
、

独
枚
目
一m
m
O郎
、

ーじ
O 
rm 

イム

に
つ
い
て
は

六
石
一m
mで
あ
っ
て
、
そ
の
充
実
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
詳
細
に
見
る
と
、

k. 
;PI' 
t主

o 
1ﾆ 
JJ[ 

八
本
一
、
一
一
一
口
洗
気
瓶
八
五
点
、
試
験
管
一
七
八
O
木
、
向
出

製
州
川
崎
約
八
百
筒
、
自
余
地
塙
一
双
筒
、
蓄
電
池
約
六
0
・
点
、
顕
微
鏡
一
O
基
た

ど
で
あ
る
。
明
治
初
年
に
一
学
校
に
こ
れ
だ
け
の
実
験
協
兵
が
備
わ
っ
て
い
た
こ

と
は
蹄
断
、
に
航
す
る
。

こ
れ
ら
の
昨
日
大
、
薬
品
は
そ
の
ご
く
一
部
を
開
明
学
校
に
残
し
て
大
部
分
は
明

治
六
年
イ

月
と
七
年
一
一
一
月
に
東
京
の
開
成
所
に
送
ら
れ
た
。
現
在
こ
れ
ら
の
出

日
ベ
郎
、
の
行
方
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
開
明
学
校
認
め
読
谷
」
の
総
兵
も
さ
ら
に
大
坂

約
一
介
病
院
、
師
範
学
校
な
ど
に
分
散
さ
れ
た
。

九

分
析
鑑
定
と
調
査
活
動

ふ
れ
省
局
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
理
学
校
に
お
い
て
は
、
m
化
学
教
育
の
か
た
わ
ら

近
諮
各
地
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
種
々
の
物
質
の
化
学
分
析
に
も
応
じ
た
。

た
と
え

ば
、
明
治
問
年
五
月
二
十
二
日
に
は
京
都
府
よ
り
蕗
野
郎
鳴
沌
村
産
出
の
燃
炭
の

鑑
定
依
願
、
同
年
七
月
十
五
日
に
は
軍
事
病
院
よ
り
有
馬
温
泉
の
成
分
分
析
の
依

頼
を
受
け
て
い
る
。
前
者
の
宛
先
は
理
学
校
、
後
者
は
糸
川
口
J筒
局
と
な
っ
て
い
る
。

」
の
こ
と
は
官
制
上
、

児
学
校
と
変
わ
っ
た
後
の
明
治
四
年
頃
ま
で
」
般
に
は
ふ
行

44 

術
向
刊
の
名
が
通
用
し
て
い
た
こ
と

し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
大
波
大
蔵
省
よ
り
一
円
銀
貨
な
ど
名
績
の
貨
幣
分
析
、

よ

り
州
問
菜
の
着
色
染
料
山
中
の
有
存
物
質
の
検
究
、滋賀
県
よ
り
荷
役
郡
日
野
山
付
近

政
出
の
石
川
氏
、
な
ら
び
に
竹
生
ぬ
の
鳥
糞
の
分
析
、
京
都
府
よ
り
蹴
出
の
利
治
の

鑑
定
な
ど
に
も
応
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
化
学
分
析
依
頼
を
引
き
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
食
弱
な
舎
衛
局
の
財
政
の
補
壌
が
考
慮
さ
れ
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
は
向

じ
日
的
で
薬
物
の
検
夜
販
売
監
脅
縫
合
}
得
る
こ
と
も
計
岡
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
実

L
J
C

ミ
フ

h
-
o

向
付J
I
L
J
J
jムμ
J

中
'
h

ハ
一
フ
タ
マ
は
『
金
銀
精
分
お
の

も
触
れ
た
よ
う
に
、
大
坂
浩
幣
局
に
も

関
係
L

、
造
幣
局
御
用
を
兼
任
し
て
い
た
。
明
治
一
一
年
七
月
、
そ
の
造
幣
局
御
用

と
し
て
兵
附
県
佐
野
銀
山
の
調
資
旅
行
に
出
発
し
て
い
る
。
そ
の
往
復
の
旅
程
は

>
2
 
2
 

九f

糸
口
街
防
御
用
関
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

一
O

変

遷

推

移

と

ふ
一
日
常
局
開
校
の

月
、
御
用
係
の
問
中
芳
男
と
平
間
助
左
衛

の
明
治

門
の
尚
名
の
名
で
次
の
よ
う
な
意
見
書
、
か
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
舎
常

品
で
は
化
学
の
他
に
児
学
も
講
究
し
て
い
て
、
そ
の
教
育
内
容
は
宏
隙
で
あ
る
の

に
、
吋
引
に
舎
筏
(
化
伊
)
局
と
呼
ぶ
の
は
偏
閣
不
適
当
で
あ
る
か
ら
、
化
学
、
成
学

を
包
括
し
た
博
物
館
と
改
称
し
た
い
と
引
白
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
五
月
三
十
六
日

に
は
東
京
の
大
学
よ
り
会
館
局
を
以
後
梨
学
校
と
改
め
る
べ
し
と
の
達
示
が
あ
っ

、

-
o

ネ
ー
が
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こ
れ
よ
り
前
、

明
治
二
年
九
月
に
は
、
品
目
街
局
に
つ
い
で
大
坂
洋
学
校
が
天
満

川
崎
旧
営
繕
可
庁
跡
に
創
設
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
洋
学
校
開
設
に
は
は
じ
め
に
述

ベ
た
総
合
大
学
僧
恕
と
は
異
な
る
現
実
的
な
事
情
が
伏
在
し
て
い
た
。
何
礼
之
助

4
3
 

の
挫
叫
一
一
口
設
に
よ
る
と
、
ふ
一
口
街
局
は
折
角
開
校
さ
れ
た
け
れ
ど
も
生
徒
の
数
も
翠
々

で
、
ま
だ
日
本
全
体
に
即
化
学
の
広
一
礎
教
育
制
度
が
整
っ
て
い
な
い
か
ら
、
教
授

す
る
ハ
ラ
タ
マ
も
気
の
蒜
で
血
化
や
の
端
絡
を
説
く
に
止
ま
っ
て
い
る
。

)j 

東
京
で
は
大
学
校
制
度
も
追
々
陥
っ
て
き
て
、
高
度
の
教
育
を
受
け
る
べ
き
学
生

も
集
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
い
れ
京
の
開
成
校
に
は
仏
教
師
が
二
名
、
央
教
師
が
7

・

名
一
胤
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
ブ
ル
ベ
ッ
キ
が
東
京
の
土
地
に
な
じ
ま
な
い
で

闘
っ
て
い
る
。
こ
の
フ
ル
ベ
ッ
キ
念
大
阪
の
ハ
一
ブ
タ
マ
と
交
待
さ
せ
て
は
ど
う
か

U

大
阪
は
東
京
に
対
比
さ
れ
る

w
m余
で
、

将
米
は
学
術
な
ど
も
十
民
間
的
立
し
校
行
す

る
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
商
売
の
土
地
で
欠
運
開
化
は
は
る
か
に
東
点
に
劣
っ
て
い

る
か
ら
、
ま
ず
大
阪
の
地
に
抗
日
一
地
教
育
の
洋
学
校
を
開
設
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

で
あ
っ
た
。

ゐ
同
街
局
が
欧
州
の
尚
皮
の
科
学
教
育
の
実
現
を
志
す
き
わ
め
て
朗
組
長
花
的
た

構
想
か
ら
生
ま
れ
た
の
に
対
し
て
、
洋
学
校
の
設
立
は
実
利
的
な
現
悦
へ
の
m
山
か

ら
発
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
、
か
で
き
る

ο

こ
の
ハ
一
フ
タ
?
と
フ
ル
ベ
ッ
キ
の
い
父
山
内

は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
間
弘
中
心
ん
は
こ
の
何
礼
之
助
の

の
方
向
に
進
ん
で
い
っ

た
。
洋
学
校
の
生
徒
数
は
日
を
追
っ
て
期
加
し
、
明
治
三
年
間
十
月
に
は
川
崎
よ

り
大
手
前
の
埋
学
校
横
に
必
成
し
た
新
築
校
舎
に
移
り
、
大
坂
開
成
一
切
と
改
祢
さ

れ
た
。
そ
し
て
埋
学
校
は
こ
の
間
成
所
に
合
併
さ
れ
て
、
開
成
一
町
内
分
間
町
と
な
り
、

山
川
日
特
も
大
坂
府
よ
り
大
学
所
管
と
変
わ
る
。

こ
の
年
十
二
月
に
ハ
ラ
タ
マ
は
契
約
期
間
が
満
了
し
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
対
附
す
る

こ
と
に
な
る
。
合
街
路
開
校
の
日
の
理
想
は
そ
の
一
年
半
後
に
早
く
も
後
退
を
余

犠
な
く
さ
れ
、

ハ
ラ
タ
マ
は
そ
の
変
転
を
目
の
あ
た
り
に
見
て
失
怠
の
中
に
日
本

を
去
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

大
助
教
松
本
錘
太
郎
も
ハ
一
ブ
タγ
帰
関
と
同
時
に
舎
街
局
を
辞
任
し
、
再
度
欧

州
留
学
の
途
に
と
る
。
前
四
の
留
学
先
は
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
っ
た
が
、
今
度
は
北
日
仏

戦
争
勃
発
直
後
の
プ
口
シ
ャ
の
ベ
ル
リ
ン
へ
赴
き
、
有
機
化
学
の
大
家
ホ
フ
マ
ン

〉
-
Jそ
・
〈
・
同
氏
尽
き
ロ
教
授
の
研
究
室
に
入
っ
た
。松
本
銑
太
郎
は
出
幕
府
奥
詑

部
松
本
良
順
の
長
引
刀
で
、
欧
州
の
地
で
有
機
化
学
専
攻
の
道
を
歩
ん
だ
最
初
の
日

本
人
化
学
者
で
あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
滞
在
七
年
後
に
下
肢
脱
椛
に
か
か
り
、
明
治

十
一
年
帰
国
し
て
翌
年
亡
く
な
っ
た
。

十
九
歳
。

ま
た
合
滋
局
部
設
の
功
労
者
、
御
用
係
問
中
芳
男
も
、
別
仕
学
校
が
開
成
所
移
管

と
き
ま
っ
た
附
に
辞
任
し
東
京
に
去
っ
た
。
問
中
は
そ
の
後
博
物
学
に
精
通
し
て
、

駒
場
農
学
校
開
設
に
尽
力
し
、
後
大
日
本
山
林
会
会
長
、
大
日
本
盟
会
-
舶
問
、
同

水
産
会
顧
問
な
ど
を
燦
証
し
て
民
族
院
議
員
に
缶
ぜ
ら
れ
た
。

も
う
一
人
の
大
助
教
主
的
鴫
輔
も
同
時
に
閉
店
学
校
を
辞
し
、
東
京
に
出
て
大
学

い
沢
校
大
助
教
と
な
る
が
、
明
治
六
年
五
月
十
五
日
、
郷
里
一
筒
井
で
結
婚
後
急
死
す

マ
Q
O

二
十
六
段
。
足
羽
山
鑑
安
蓮
寺
に
「
欠
舛
院
殿
前
正
七
位
目
下
郎
尚
之

之
墓
」
が
現
存
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
明
治
三
年
の
米
に
は
、
ふ
一
日
密
昂
発
足
当
時
の

メ
ン
バ
ー

は
す
べ
て
大
阪
を
去
っ
て
四
散
し
て
し
ま
う
。
大
坂
開
成
所
は
そ
の
後
文
部
省
所

管
と
な
り
、
母
通
高
等
教
育
の
内
鳴
を
充
引
火
さ
せ
、ハ
一
フ
タ
マ
の
後
任
の
県
化
学

教
師
と
し
て
、

金
沢
に
滞
在
中
の
ド
イ
ツ
人
リ
ッ
テ
ル
出
・
何
日
正
門
を
新
た
に
迫

え
た
。
リ
ッ
テ
ル
は
尿
素
合
成
で
有
名
な
ヴ
ェ
i
一
フ
i
H
り
・
4ぐ
α
z
a
の
弟
子
で
あ
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つ
九
ん
。

で
は
即
学
校
に
お
け
る
即
化
学
教
育
は
リ
ッ
テ
ル

明
治
五
年
六
月
の

0) 

{由

、

一3
1
l

屯
札
ゴ
‘
v
ハ
γ
、
け
ド
い
入
門
，

v
h
v、

べη
H

ハ
H
M
W二
向
日
い
い
で

'
J
4
-
h
μ

飯
沼
春
歳
、
村
橋
次
郎
、
謀
容
降
次
、
中

村
議
芝
の
六
名
の
日
本
人
教
官
が
受
持
ち
、

じ
名
、

即
化
学
生
と
し
て
水
利
生

一
九
名
を
数
え
て
い
る
の

こ
の
当
附
の
児
学
校
で
の
講
義
は
リ
ッ
テ
ル
に
よ
っ
て
英
語
で
行
な
わ
れ
、
手
匂

η
治
茂
禄
主
打
川
川
ム
品
叫

<

I';llJ!

郎
沢
寸
m
m化
日
記
」
九
七
一
一
一
一
一
冊
と
な
っ
て
明
治
万
年
に
刊

/
付
さ
れ
た
。
後
、
改
訂
さ
れ
て
つ
照
学
日
記
」
と

の
一
一
本
と
し
て

川
円
刊
さ
れ
た
。

山
川
リ
間
五
年
七
月
に
は
ま

た
な
学
制
が
き
め
ら
れ
、
大
波
開
成
一
的
は

と
と
も
に
第
間
大
学
区
第
一
系
山
中
川
子
校
と
改
称
さ
れ
た
。さ
ら
に
そ
の
年
十
月
に

ト
ふ

正
則
中
学
之
規
則
川
刊
し
以
校
一
…
付
、
m
学
校
校
ニ
変
則
生
数
段
之
儀
吋
致
廃
止

4夫

と
の

来
て
、
大
阪
に
お
け
る
合
常
局
以
米
の
用
化
学
専
門
教
育
は
還
に

w
}

の
附
点
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

」
の
時
間

リ
ッ
テ
ル
は
ふ
入
販
を
去
り
、

設
さ
れ
た
東
京
開
成
学
校
に
移
っ
て
鉱
山
学
を
教
授
し
た
。

リ
ッ
テ
ル
は
教
師
と

し
て
の
人
虫
、
か
高
か
っ
た
が
、
明
治
じ
年
十
二
月
天
然
痘
に
か
か
り
四
十
じ
成
で

山
間
伐
し
た
。
谷
中
天

つ

T
M
W
γ
」
U
F

‘
つ
工
ニ
。

σ

「
ノ
…i
J
'
j
t
h手

4ノ
F

斗
4
J
/

明
治
六
年
、
大
坂
出
成
学
校
は
ま
た
開
明
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
川
開
明
学
校
は

さ
ら
に
そ
の
後
、
大
坂
外
国
語
学
校
、
大
坂
英
語
学
校
、
大
坂
専
門
学
校
、
大
以

小
学
校
、
大
学
分
校
な
ど
十
八
年
間
に
十
二
出
の
校
名
の
改
称
と
い
う
目
安
ぐ
る

し
い
変
還
を
経
て
、
明
治
十
九
年
第
三
日
川
等
中
学
校
と
な
っ
た
。
そ
し
て
明
治
づ

十
‘
.
年
八
月
に
は
遊
に
大
阪
の
地
を
断
れ
て
京
都
に
移
転
し
、

11:1 
jliU 

校
?
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

46 

あ

ヵ:

き

と

幕
末
か
ら
維
新
に
か
け
て
の
変
動
期
の
さ
な
か
に
、

わ
が
関
の
近
代
化
に
肢
も

前
一
一
嬰
で
あ
っ
た
即
化
学
の
高
度
の
専
門
教
育
を
目
的
に
、大
阪
に
創
設
さ
れ
た
れ
行

浴
局
は
、
そ
の
余
り
に
も
知
か
い
運
命
に
も
か
か
わ

わ
が
闘
の
科
学
教
脊

の
出
発
に
与
え
た
投
訴
の
大
き
さ
と
、

そ
の
後
の
科
学
研
究
に
及
ぼ
し
た
彩
枠
の

泌
さ
に
つ
い
て
再
認
識
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

本
筋
に
お
い
て
は
紙

数
の
剖
係
で
、
そ
の
ふ
担
問
密
局
の
果
た
し
た
頁
献
と
、
与
え
た
波
紋
に
つ
い
て
詳
し

く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

合
宿
局
の
設
な
の
経
緯
の
中
で
、
適
紘
一
お
よ
び
大
収
阪
学
校
と
点
接
間
岐
に
か

か
わ
り
合
い
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
通

り
で
あ
る
が
、
日
以
後
に
大
阪
大
学
の
誕
生
と
も
不
思
議
必
併
で
結
ば
れ
て
い
た
こ

と
を
紹
介
し
て
箔
を
お
く
。

そ
れ
は
明
和
六
年
、
大
阪
帝
関
大
学
創
立
の
的
の
初

代
総
長
長
阿
平
太
郎
は
ふ
が
池
山
崎
の
後
'
身
の
大
坂
英
語
学
校
、
つ
づ
い
て
大
収
専
門

学
校
に
学
ん
だ
生
徒
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
総
合
大
学
建
設
の
拶
は
ふ
一
口
償
問
以

米
六
十
一
二
年
の
長
い
伏
流
の
後
に
こ
の
同
は
じ
め
て
実
現
し
た
。

門
一
説
〕

-
M

い
米
弁
回
以
義
「
唆
浦
口

μ
抄
」
品
川
即
応
清
造
『
長
弁
会
長
義
伝
』
二

C
賞
、
日
本
楽
尚
子
会
、
附

和
三
十
五
年
。

2

「
舎
笛
局
創
立
之
起
源
井
岡
米
之
記
録
」
‘
一
一
応
資
料
。

3

菊
池
震
一
郎
「
大
紋
域
間
諸
施
設
に
関
す
るm問
中
芳
男
女
設
に
つ
い
て
i

特
に
品
阿
倍
局

の
位
置
な
ら
び
に
側
関
計
筒
|
い
部
尚
子
資
料
研
究
会
報
告
、
第
一
一
八
二
号
、
昭
和
四
十
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f
し
ュ
。

J
ノ
ノ
エ

4

上
m同
様
「
大
阪
島
問
筏
局
に
つ
い
て
の
一
一
、

事
、
昭
和
五
十
三
年
。

5

緒
方
鎧
次
郎
「
会
密
局
に
就
て
の
か
ず
か
ず
」
『
関
問
医
事
』
、
第
十
一
巻
上
第
間
一
山

二
一
十
四
号
、
ゴ
一
真
、
昭
和
十
四
年
五
月
。

6

菊
池
震
郎
「
隣
人
教
師
ハ
ラ
タ
マ
住
宅
の
追
跡
」
吋
'
げ
自
然
』
、
一
九
七
六
年
二
月
号
。

7

菊
池
玄
郊
「
大
問
似
合
綴
局
の
い
月
発
見
」
『
自
然
』
、
一
九
七
四
年
八
月
号
。

8

芝
耕
間
夫
「
大
阪
会
密
局
の
跡
を
も
と
め
て
」
『
自
然
』
、
一
九
七
五
年
六
月
号
。

9

山
市
回
一
「
関
立
衛
生
試
験
所
百
年
央
の
刊
行
に
寄
せ
て
」
吋
薬
事
日
報
』
、
昭
和
-
九
十

年
六
月
二
十
一
日
。

ω

緒
方
鎧
次
郎
「
東
洋
文
化
史
上
穴
設
資
料
た
る
河
き
写
真
に
つ
い
て
説
く
い
吋
東
京

阪
本
新
総
』
第
一
一
一
一
四
七
号
、
昭
和
十
四
年
。

日
京
国
一
「
大
阪
舎
務
局
の
開
紡

i

も
う
一
枚
の
写
真
を
め
ぐ
っ
て
i

一
『
薬
事
日
制
時
』
、

第
五
一
一
同
一
九
考
、
昭
和
千
九
十
年
八
月
二
日
。

ロ
中
野
操
『
大
坂
関
学
ゅ
ん
一
話
』
昭
和
円
以
十
凶
作
十
。

口
一
一
一
高
同
窓
会
開

M

神
佼
小
史
』
明
和
ト
年
。

日
平
井
桃
水
明
細
『
土
井
通
犬
伝
仏
大
正
十
一
一
一
年
。

日
一
一
一
一
前
向
窓
会
万
三
以
内
創
立
じ
十
周
年
一
記
念
グ
ラ
フ
弘
昭
和
十
間
年
。

ぱ
山
芝
耕
防
火
「
適
紘
一
門
下
生
に
関
す
る
情
報
収
集
お
よ
び
調
資
報
告
い
『
巡
紘
一
』
第
十
二
ベ

L

，
、

1
1
1
a
L
a
a

、
三
。

じ
下
一
町
内
品
川
中
不
ト
ム

J
l
J
f
h叶

げ
緒
方
宙
機
「
短
命
で
あ
っ
た
大
紋
糸
川
口
州
知
局

i

一
一
一
つ
の
資
料
の
紹
介
し
謝
学
資
料
研

究
会
、
『
研
究
報
告
』
第
二
七
七
号
、
昭
和
問
十
八
年
。

日
日
大
蔵
省
印
刷
局
『
岸
本
一
郎
氏
の
お
絞
』
昭
和
三
十
九
年
。

川
口
問
立
衛
生
試
験
所
『
筒
立
衛
生
試
験
所
百
年
史
』
昭
和
況
十
年o

m

低
学
校
「
激
務
進
退
俊
一
一
一
一
向
資
料
。

μ

理
学
一
昨
「
日
誌
」
明
治
川
間
半
米
年
、
一
一
一
向
資
料
。

η

緒
方
沼
崎
批
「
短
命
で
あ
っ
た
大
阪
島
問
機
局
補
選i4

つ
の
手
写
資
料
の
追
加
)
附

学
資
料
研
究
会
、
吋
研
究
報k
p
第
二
七
ヘ
号
、
昭
和
四
十
九
年
。

の
問
題
点

『
日
本
洋
学
山
ん
の
研
究
』

し
(f 

て
つ
お

大
阪
大
字
削
叫
学
部
)

一
十
周
年
を
迎
え
た
大
阪
大
学
高
葉
旅
行
之
会

大
阪
大
学
高
梁
旅
行
之
会
委
員

小
森
真
幸

大
阪
大
学
高
架
旅
行
之
会
は
、
戦
後
程
無
く
、
犬
養
孝
先
生
(
当
時
大
阪
大
学
教

患
の
講
義
に
魅
せ
ら
れ
た
学
生
迷
が
、

先
生
と
共
に
数
十
名
で
、
高
架
の
故
地

そ
の
後
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
の

を
歩
い
て
い
た
の
が
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。

旅
行
を
第
一
一
回
と
定
め
、
以
来
、
年
五
、
六
開
の
べ
l

ス
で
脈
々
と
続
け
ら
れ
、

昭
和
四
十
五
年
三
月
、
犬
養
先
生
停
年
退
官
の
時
に
は
、

一
問
、
参
加
人
数

は
延
べ

万
八
千
名
に
達
し
て
い
た
。
先
生
制
御
岳
身
は
、
退
官
と
同
時
に
、
鴎
業

旅
行
の
歴
史
に
も
終
止
符
が
打
た
れ
る
と
思
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
曲
折
は

あ
っ
た
も
の
の

の
熱
心
な
要
望
に
よ
っ
て
現
在
も
以
前
と
同
じ
ベ

i

ス
で

続
け
ら
れ
、
大
阪
大
学
が
、
五
十
周
年
を
迎
え
た
昭
和
五
十
六
年
、
大
阪
大
学
高

業
旅
行
之
会
は
、
時
あ
た
か
も
三
十
周
年
を
迎
え
、
参
加
人
員
は
三
万
人
止
を
超
え

ょ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
継
続
期
間
と
い
い
、
参
加
人
員
と
い
い
、
他
に
は
例
を

ま
た
、
訪
れ
た
高
梨
故
地
は
、
近
談
一
円
は
も

と
よ
り
、
北
陸
、
山
陰
、
九
州
、
遠
く
は
壱
岐
、
対
馬
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

見
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

初
期
の
ワ
一
ブ
半
紙
数
枚
の
泊
ま
り
が
け
の
旅
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
る
と
、

ぷ
ホ
ニ
合
必
携
ノ
コ
ト
し
勺
費
用
、
壱
千
円L
な
ど
と
あ
り
、

ま
さ
に
時
代
の
流

れ
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
依
然
、
高
浜

旅
行
は
歩
く
こ
と
が
主
体
で
あ
り
、
そ
れ
が
又
、
の
め
り
込
む
魅
力
と
表
哀
を
な

し
て
い
る
。
旅
行
に
よ
っ
て
、
高
業
へ
の
実
地
に
却
し
た
理
解
を
深
め
る
ば
か
り

で
な
く
、
学
部
、
年
令
を
越
え
た
学
生
間
の
友
情
と
親
陵
の
み
の
り
も
は
か
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ユ
ニ
ー
ク
な
寓
業
旅
行
が
、
犬
養
先
生
の
御
健
康
と
共
に
い
つ
ま

で
も
続
く
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
い
る
。

。
頁
、
民
業
旅
行
の
記
録
、
参
山
附
山
)
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